
イ
ル
に
沿
っ
て
港
ま
で
楽
し
く
歩
い
て
行
け
る
よ
う
に
し
た
都
心
プ

ロ
ム
ナ
ー
ド
計
画
な
ど
も
こ
の
一
例
で
あ
る
。

　
こ
の
他
に
も
市
民
の
森
な
ど
の
緑
地
の
保
全
や
緑
化
の
推
進
、
広

告
物
の
規
制
な
ど
、
あ
る
い
は
街
を
美
し
く
保
つ
た
め
の
「
さ
わ
や

か
運
動
」
な
ど
多
面
的
な
と
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら

は
各
々
別
個
の
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
地
域
や
施
設
の
内
容
に
よ

っ
て
複
合
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

●
市
民
が
つ
く
る
街
の
魅
力

　
道
路
や
大
き
い
建
物
ば
か
り
で
な
く
、
住
居
の
屋
根
の
色
や
塀
の

材
料
、
駐
車
場
の
扱
い
や
看
板
の
つ
く
り
方
、
店
の
前
の
ち
ょ
っ
と

し
た
工
夫
等
の
一
つ
一
つ
の
積
み
重
ね
が
街
の
表
情
を
決
め
て
い

る
。
市
民
一
人
ひ
と
り
の
自
分
の
街
に
対
す
る
愛
情
と
、
美
し
い
街

に
住
み
た
い
と
い
う
意
志
と
が
お
互
に
う
ま
く
関
係
づ
け
ら
れ
な
け

れ
ば
、
調
和
の
と
れ
た
都
市
空
間
に
は
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
地

域
や
都
市
の
問
題
に
と
り
組
ん
で
い
る
自
治
体
が
果
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
役
割
も
大
き
い
。

　
美
し
い
街
、
調
和
の
と
れ
た
都
市
景
観
は
一
朝
一
タ
に
し
て
出
来

る
も
の
で
は
な
い
。
息
の
長
い
地
道
な
努
力
の
積
み
重
ね
が
必
要
で

あ
り
、
そ
れ
は
ま
だ
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。

1
0
0
　
生
活
環
境

緑
と
公
園

●
減
少
し
て
い
く
緑
を
守
る

　
横
浜
市
内
の
市
街
化
は
昭
和
三
五
年
以
降
急
激
に
す
す
み
、
昭
和

三
五
年
当
時
約
二
割
で
あ
っ
た
市
街
地
は
、
現
在
六
割
に
も
達
し
て

い
る
。
私
た
ち
の
ま
わ
り
に
あ
る
緑
の
林
や
丘
陵
も
大
規
模
な
宅
地

開
発
に
よ
っ
て
ど
ん
ど
ん

削
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
よ

う
な
開
発
の
結
果
、
昭
和

三
一
年
に
は
一
万
一
、
〇

二
三
㌶
で
あ
っ
た
山
林
が
、

五
二
年
に
は
五
、
七
四
〇

㌶
と
約
一
〇
年
間
に
半
減

し
て
し
ま
っ
た
（
図
４
－

2
3
）
。

　
市
内
の
山
林
は
歴
史
的

な
背
景
の
中
で
国
有
地
、

寺
社
地
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

大
部
分
が
民
有
林
で
占
め

図4－23　地目別土地利用構成の推移



1
0
1
　
市
民
生
活
と
市
政

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
横
浜
市
は
こ
れ
ら
の
民
有
林
を
保
存
し
て

い
く
た
め
、
市
民
の
協
力
を
得
な
が
ら
各
種
の
方
策
を
と
っ
て
き
た

（
図
４
－
2
4
）
。
市
民
の
森
の
設
置
も
こ
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
り
、
山

林
所
有
者
の
協
力
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
、
市
民
の
憩
の
場
、
リ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
空
間
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
現
在
ま
で
に
一
二
か

所
が
設
置
さ
れ
、
面
積
社
二
三
五
㌶
に
達
し
て
い
る
。

　
市
街
地
の
緑
を
確
保
す
る
た
め
に
は
現
存
す
る
緑
を
守
っ
て
い
く

だ
け
で
喰
く
、
積
極
的
に
緑
を
創
り
出
し
て
い
く
努
力
が
必
要
で
あ

る
。
こ
の
た
め
に
は
、
街
路
、
学
園
、
公
共
施
設
等
の
緑
化
、
工
場

・
事
業
所
等
の
職
場
環
境
向
上
の
た
め
の
緑
化
を
お
こ
な
っ
て
き
て

図4－24　緑地保全の現状

お
り
、
こ
れ
ま
で
の
緑
化
面
積
は
総
計
二
五
〇
㌶
以
上
に
な
っ
て
い

る
。
　
都
市
の
中
の
緑
は
、
大
気
の
浄
化
、
都
市
景
観
の
中
で
の
や
す
ら

ぎ
の
場
、
災
害
時
の
避
難
場
所
な
ど
大
き
な
役
割
を
果
し
て
お
り
、

都
市
市
民
の
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
激
し
い

市
街
化
の
中
で
、
現
在
の
土
地
制
度
の
も
と
で
緑
を
守
っ
て
い
く
た

め
に
は
各
種
の
規
制
に
よ
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
今
後
は
緑

の
保
全
の
た
め
、
積
極
的
に
公
共
的
な
投
資
を
お
こ
な
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

●
都
市
農
業
の
果
す
役
割

　
横
浜
市
の
農
地
は
昭
和
五
〇
年
に
は
四
、
二
八
三
㌶
で
市
域
の
一

〇
％
を
占
め
、
八
千
世
帯
、
四
万
六
千
人
を
こ
え
る
市
民
が
農
業
に

従
事
し
て
い
る
。
農
地
の
転
用
は
昭
和
四
四
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾

向
に
あ
る
が
、
こ
こ
数
年
で
も
住
宅
用
地
へ
の
転
用
を
中
心
に
毎
年

一
三
○
㌶
程
度
の
転
用
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
農
地

面
積
は
昭
和
四
〇
年
当
時
の
約
二
分
の
一
に
減
少
し
て
い
る
が
、
港

北
、
緑
、
戸
塚
と
い
っ
た
郊
外
区
で
は
ま
だ
か
な
り
ま
と
ま
っ
た
農

地
が
残
っ
て
お
り
、
野
菜
、
花
き
、
畜
産
な
ど
を
中
心
に
農
業
経
営

が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
（
表
４
－
2
3
）
。



表4－23　横浜市農家戸数と農地面積

　
こ
れ
ら
の
農
地
は
市
民
の

た
め
の
生
鮮
食
料
品
の
供
給

基
地
と
し
て
大
き
な
役
割
を

果
し
て
お
り
、
特
に
野
菜
に

つ
い
て
は
市
民
の
消
費
量
の

三
〇
％
を
供
給
し
て
い
る
。

　
ま
た
横
浜
市
の
よ
う
に
市

街
化
が
進
行
し
て
い
る
都
市

に
お
い
て
は
、
農
地
は
本
来

の
生
産
機
能
の
場
と
し
て
の

役
割
と
と
も
に
、
緑
の
オ
ー

プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の
機
能
を
も
つ
重
要
な
場
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
日
の
都
市
農
業
は
市
街
化
の
進
行
の
波
の
中
で
後
継
者
の
問
題

や
、
農
地
に
対
す
る
税
制
の
問
題
な
ど
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い
る

が
、
こ
の
存
続
の
た
め
に
農
民
、
市
民
、
行
政
が
と
も
に
努
力
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

●
遅
れ
て
い
る
公
園
整
備

　
郊
外
の
緑
が
農
地
や
山
林
を
主
体
と
し
て
保
全
に
重
き
を
お
く
と

す
る
な
ら
ば
、
公
園
は
市
民
が
積
極
的
に
利
用
す
る
こ
と
に
重
き
を

1
0
2
生
活
環
境

お
く
緑
の
空
間
で
あ
る
。

　
横
浜
市
の
公
園
は
五
二
年
度
末
現
在
、
県
立
公
園
も
含
め
て
八
六

一
か
所
、
四
七
七
・
八
㌶
で
あ
り
、
公
園
率
（
市
民
一
人
あ
た
り
の

公
園
面
積
）
は
一
・
七
七
㎡
で
あ
る
（
図
４
－
2
6
）
。
こ
の
数
字
は

十
大
都
市
中
最
下
位
で
あ
り
、
北
九
州
市
の
五
・
〇
一
㎡
と
比
較
す

る
と
三
分
の
一
程
度
で
し
か
な
い
（
図
４
－
2
5
）
。
こ
の
よ
う
な
横

浜
市
の
公
園
整
備
の
遅
れ
の
大
き
な
原
因
は
、
人
口
急
増
に
公
園
の

建
設
が
追
い
つ
か
な
い
こ
と
に
あ
る
。

　
横
浜
市
で
は
こ
こ
数
年
、
大
通
り
公
園
、
根
岸
森
林
公
園
（
中
区
）
、

富
岡
総
合
公
園
、
金
沢
自
然
公
園
（
金
沢
区
）
、
岸
根
公
園
（
港
北

図4－25　指定都市公園面積比較



1
0
3
　
市
民
生
活
と
市
政

区
）
、
こ
ど
も
自
然
公
園
（
旭
区
）
、
金
井
公
園
（
戸
塚
区
）
な
ど
の

一
般
公
園
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
毎
年
六
〇
～
一
〇
〇
か
所
の

児
童
公
園
の
建
設
を
お
こ
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
公
園
面

積
は
昭
和
四
三
年
の
二
三
六
㌶
と
比
較
し
て
、
十
年
間
に
二
倍
に
増

図4－26　公園総面積と１人あたり公園面積

加
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
こ
の
間
に
約
六
二
万
人
の
人
口
増

が
あ
っ
た
た
め
、
公
園
率
は
一
・
五
倍
程
度
の
伸
び
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
（
図
４
－
2
6
）
。

　
公
園
整
備
の
遅
れ
に
は
用
地
取
得
の
困
難
さ
が
大
き
な
原
因
に
な

っ
て
い
る
。
ま
た
他
方
で
は
、
こ
れ
ま
で
接
収
解
除
跡
地
や
各
種
の

開
発
行
為
に
よ
っ
て
無
償
で
取
得
で
き
た
公
園
用
地
に
依
存
で
き
た

た
め
、
用
地
買
収
に
よ
る
公
園
用
地
の
取
得
に
力
を
入
れ
ず
に
き
た

と
い
う
面
も
み
ら
れ
る
。

●
必
要
な
計
画
的
整
備

　
一
四
区
の
公
園
の
整
備
状
況
を
見
る
と
区
ご
と
に
か
な
り
の
ア
ン

バ
ラ
ン
ス
が
見
ら
れ
る
。
公
園
率
を
比
較
す
れ
ば
中
区
の
四
・
七
〇

㎡
に
対
し
、
瀬
谷
区
で
は
〇
・
四
八
㎡
と
わ
ず
か
一
〇
分
の
一
に
し

か
す
ぎ
な
い
。

　
横
浜
市
の
主
要
な
公
園
が
設
置
さ
れ
た
要
因
を
み
る
と
、
開
港
時

の
外
国
人
の
要
求
、
震
災
復
興
、
接
収
解
除
、
埋
立
事
業
、
宅
地
造

成
、
開
発
等
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
公

園
の
絶
対
量
が
不
足
し
て
い
る
中
で
は
、
″
こ
こ
に
必
要
だ
か
ら
″

と
い
う
計
画
論
的
視
点
に
基
づ
い
た
建
設
よ
り
も
、
用
地
が
取
得
で

き
る
場
所
か
ら
整
備
し
て
い
く
と
い
う
実
態
が
多
く
、
往
々
に
し
て



地
域
的
に
片
寄
っ
た
配
置
と
な
っ
て
し
ま
う
。

　
ま
た
、
身
近
に
目
を
向
け
る
と
、
空
地
が
消
え
、
道
路
が
広
場
と

し
て
使
え
な
く
な
っ
た
今
日
で
は
、
地
区
の
小
公
園
は
都
市
生
活
者

に
と
っ
て
は
生
活
必
需
品
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
公

園
も
、
区
画
整
理
や
宅
造
が
お
こ
な
わ
れ
た
地
区
で
は
比
較
的
整
備

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
場
所
で
は
ほ
と
ん
ど
建
設
さ
れ
て
い

な
い
。

　
横
浜
市
で
は
新
し
く
生
ま
れ
る
市
街
地
に
公
園
を
整
備
し
て
い
く

た
め
、
千
㎡
以
上
の
開
発
に
あ
た
っ
て
は
開
発
面
積
の
三
％
以
上
の

公
園
を
確
保
す
る
よ
う
指
導
し
て
お
り
、
昭
和
五
二
年
度
に
も
一
〇

二
か
所
の
公
園
を
開
発
者
か
ら
引
継
い
で
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ

う
な
指
導
に
も
限
度
が
あ
り
、
田
園
都
市
沿
線
の
開
発
の
よ
う
に
中

規
模
以
上
の
公
園
が
皆
無
で
あ
る
よ
う
な
市
街
地
が
出
現
し
た
り
、

千
㎡
以
下
の
ミ
ニ
開
発
の
連
続
す
る
街
で
は
、
三
％
の
公
園
す
ら
全

く
な
い
街
が
で
き
あ
が
る
結
果
と
な
る
。

　
横
浜
市
の
公
園
に
つ
い
て
は
身
近
な
公
園
の
管
理
方
法
な
ど
そ
の

他
に
も
問
題
は
多
い
が
、
都
市
に
お
け
る
緑
地
の
確
保
と
い
う
視
点

か
ら
、
強
力
な
財
源
の
確
保
の
も
と
で
。
計
画
的
な
用
地
取
得
を
一

刻
で
も
早
く
図
っ
て
い
く
こ
と
が
緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

1
0
4
　
　
　
　
生
活
環
境

都
市
の
安
全

●
年
間
一
九
億
円
が
灰
に

　
昭
和
五
三
年
の
横
浜
市
の
火
災
は
一
、
二
七
三
件
、
損
害
見
積
額

は
一
九
億
二
、
八
〇
〇
万
円
を
こ
え
て
お
り
、
一
日
あ
た
り
三
・
五

件
、
五
二
八
万
円
が
灰
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
四
九
年
か
ら

の
推
移
を
み
て
も
火
災
件
数
は
年
々
増
加
を
続
け
て
お
り
、
五
年
間

に
二
二
一
件
、
二
〇
％
の
増
と
な
っ
て
い
る
（
図
４
-
2
7
）
。
市
で

も
市
民
自
ら
の
災
害
予
防
活
動
を
進
め
る
と
と
も
に
、
初
期
消
火
体

図4－27　火災被害状況




